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略歴 

２００３年 都城市役所入庁 生活環境部保険年金課 

２００７年 総務省自治財政局地域企業経営企画室 

２００８年 企画部財政課 

２０１０年 市民生活部納税課 

２０１２年 気仙沼市役所建設部用地課 

２０１４年 総合政策部総合政策課デジタル化推進担当 

２０２１年 総合政策部デジタル統括課 DX 担当 

２０２２年 総合政策部デジタル統括課 スマートシティ 担当 

令和３年度から５年間で 約 200弱の新規事業を手がけており、デジタル化推進に係

る機運醸成や体制構築、人材育成に力を入れています。 

デジタル化の前段となる BPR研修・支援も積極的に行っています。 

生成 AIに関しても、LGWAN専用のプラットフォームを構築、生成 AIワークショップ

も実施しています。（ツールは問いませんし、生成 AI未導入でも研修環境の提供が

可能です） 

失敗例の紹介なども含め、自治体目線のアドバイスが好評を得ており、多くの新規及

び継続支援依頼を頂いています。 

 

 

地域情報化の 

専門分野・技術 

BPRを前提としたデジタル化を理念とし、BPRを重視。 

マイナンバー制度開始時から、「都城方式」と呼ばれるタブレットを活用した申請補

助を継続的に推進。電子母子手帳導入やオンライン申請への対応、各種国実証への参

加等、カードの利活用も積極的に推進し、マイナンバーカード保有率は約９０％とな

っている。 

フロントヤード改革にも取り組んでおり、窓口利用体験調査等を経て、窓口 DXSaaS

を活用した書かないワンストップ窓口を構築。ワンストップまで実施するケースとし

ては全国初。最長待ち時間も 75％減少している。 

また、全国で初めてとなる AIを活用したイベント情報集約サイトの構築にも携わ

り、当該サイトは全国の自治体へ拡大中。フロントヤード改革モデルプロジェクト採

択自治体の支援も行った。 

加えて生成 AIについても、LGWAN回線で活用できるプラットフォームを民間企業と開

発し、庁内での利用量は政令指定都市と同等となる等、成果を上げている。 

 

 



自治体の公式 LINE アカウントでは初めてとなるチャットによる移住相談受付や職員

採用試験における電子録画面接や AIアセスメントの導入等、行政の各種課題をデジ

タル化により解決している。 

人に優しいデジタル化を進めていくため、デジタル活用支援を実施するとともに、ほ

か、偽・誤情報対策としてのメディアリテラシーにも取り組んでいる。 

押印廃止等の取組も主管し、マイナポータルを主軸としたオンライン申請システムの 

運用により、オンライン化手続数は 2,000を超えている。 

マイナンバーカードを活用した避難所管理システムの構築、スマートキーを活用した

公共施設予約、キャッシュレス、救急搬送のデジタル化、リモート窓口、AIを活用し

た最適なスポーツの提案、等、幅広い分野で自治体デジタル化に取り組んでいる。 

専門分野 

オープンデータ ＥＢＰＭ（エビデンスに基づく政策立案） ＡＩ活用 生成ＡＩ活用 

シェアリングエコノミー 計画策定支援（地域情報化計画・官民データ計画・自治体

DX推進計画等） 人材（ＤＸ推進のための機運の醸成） 人材（ＤＸに関する知識習

得・研修・育成） 人材（外部人材活用） 行政手続オンライン化 デジタルデバイド

対策 マイナンバー マイキープラットフォーム 防災 働き方 子育て テレワーク Ｒ

ＰＡ導入 医療・介護・健康 農林水産業 地域ビジネス 観光 スマートシティ ICT活

用広報 プロジェクトマネジメント支援 その他 

 

自治体向けメッセージ 

デジタル化推進に当たって、何をして良いかわからない、庁内での合意が得られない

等の悩みを抱えている自治体に向けて、５年間で約 200の新規事業を立ち上げてきた

エッセンスを失敗例も含めてお伝えします。 

同じ自治体の立場から、意識啓発研修・体制整備・事業化の進め方等、職員が誰でも

取り組める実践的なアドバイスを行います。 

また、計画策定についても、わかりやすく、管理しやすい計画策定を志向します。 

最先端の生成 AIワークショップでは、技術に触れてもらうことによる、職員の意識

改革効果も見られます。（管理職向けでの生成 AIワークショップも効果的です） 

 

関連サイト    

地域情報

化に関す

る実績 

これまでの

経験業務・

研究活動 

2016 年  

月刊 J-LIS11 月号「住民に寄り添うタブレット活用のススメ！」 

2017 年  

総務省マイナンバー・マイナンバーカード広報大賞入選「タブレット活用型マイナン

バーカード申請補助」 

住民窓口ソリューションセミナー2017（福岡、広島、沖縄、熊本）「都城市における

マイナンバーカード普及のための独自の取組と今後の展望について」 

自治体ソリューション７月号「自治体ポイント先進活用検討事例」 

九州自治体システム協議会講演「マイナンバーカード普及促進について」 

住民行政の窓９月号「都城市におけるマイナンバーカード普及のための独自の取組と

今後の展望について」 

J-LIS マイナンバー制度関連セミナー「都城市におけるマイナンバーカードの活用」 

マイキープラットフォーム等活用に関する宮崎県説明会「都城市におけるマイキープ

ラットフォーム活用への取組について」 

2018 年  

自治日報正月特集号 「マイキープラットフォームに係る都城市の取組等について」 

住民窓口ソリューションセミナー2018（仙台）「都城市におけるマイナンバーカード

普及のための独自の取組と今後の展望について」 

第８回窓口総合セミナー「都城市における窓口改善の取組について」 

自治体セミナー（福岡、大阪、仙台）「都城市における窓口改善の取組について」 

 

 



地域づくり８月号「マイキープラットフォームと地域活性化」 

2019 年  

公共サービスイノベーション・プラットフォーム in 九州・沖縄「AI を活用したイ

ベント情報集約サイトの構築について」 

九州自治体システム協議会講演「都城市における AI・ICT の取組について」 

宮崎県マイナンバーカードを活用した消費活性化策に関する説明会講演「都城取組事

例」 

奈良県マイキープラットフォーム研修会講演「都城取組事例」 

第７回プラチナ大賞「スマート自治体時代の地域活性化戦略～デジタル×人で創る新

たな社会～」優秀賞受賞 

総務省「地域 IoT 実装のための計画策定・推進体制構築支援事業」採択 

2020 年  

月刊 J-LIS１月号「職員のマイナンバーカード取得促進事例」 

地方創生と ICT セミナー講演「都城市 地域 IoT 実装ビジョン」 

経済産業省「キャッシュレス化モニター自治体」選定 

総務省「デジタル活用支援員推進事業」採択 ※都城デジタル化推進協議会設立 

住民行政の窓７月号「都城市のマイナンバーカード普及促進に係る取組について」 

第８回プラチナ大賞「高齢化社会を支えるおくやみフルサポート事業」優秀賞受賞 

総務省「地域 IoT 実装のための計画策定・推進体制構築支援事業」既実施団体とし

て参画 

LINE スマートシティ推進パートナープログラム実証事業（順番待ちシステム）採択 

2021年 

総務省「自治体マイナポイントモデル事業」採択 

九州自治体システム協議会講演「都城市における防災等 DXについて」 

愛媛県先進事例研究会講演「都城市のデジタル化の取組について」 

日本青年会議所九州協議会カンファレンスフォーラム「新時代へのチャレンジ」 

九州 ICTセミナー2021「デジタル面接導入等の基礎自治体における DXの取組の実行

について」 

2022年 

日経自治体 DXアワード DXリード部門 地域リテラシー啓発部門 ２部門受賞 

月刊 J-LIS 「初めてのマイナンバー業務 2022 企画部門」 

九州自治体システム協議会講演「EBPMの推進について」 

コクヨの官公庁セミナー2022 「自治体ＤＸの"イマ"と"ミライ"」 

第 51回地方行政経営研究会講演「データ分析最前線」 

オンラインセミナー「避難所 DXの最前線」（計４回） 

地方公共団体情報システム機構研修「自治体 DXセミナー」 

三重県戸籍住民基本台帳事務協議会研修「マイナンバーカード普及促進及び窓口 DX

の今後について」 

日本青年会議所九州協議会九州コンファレンス in糸島登壇「未来のために」 

株式会社地方創生テクノロジーラボ職員 LIVE登壇「官民連携による地域課題解決」 

みんなのお仕事文化祭 2022秋「イノベーションを起こす課題設定力とは？」 

DMMオンライン展示会「DX推進こそアナログに！？行政＆企業の本気の DX推進」 

佐賀県高度情報化推進協議会講演「デジタル社会のインフラマイナンバーカード」 

good digital award マイナンバーカード特別賞 

月刊 J-LIS 「マイナンバーカード普及のトップランナー！その秘訣を解説」 

GLOCOM六本木会議講演「本気で挑戦！都城市が DXで目指すもの」 



2023年 

デッカイギ「河野太郎デジタル大臣と自治体職員が自治体 DXを語る」 

仙台 BOSAI-TECHカンファレンス 2023「誰一人取り残されないを実現！デジタルケア

避難所システム」 

自治体広報 DXアワード審査員特別賞受賞 

全国地方議会サミット 2023「マイナンバーカード交付率９割超え 都城市のデジタル

戦略」 

日本 DX大賞人と組織部門優秀賞、日本都市センター「デジタル人材の類型化及び確

保・育成に関する研究会」ゲストスピーカー 

九州地区 JA常勤理事研修会「デジタル化を進めるために重要なこと」 

全国自治体リスキリングネットワーク「都城市のデジタル化推進について」 

日本 DX大賞 2023行政機関・公的機関部門大賞 

日経 CIO政令市・中核市・特別区 CIOフォーラム講演 

地域共生政策自治体連携機構「自治体 DXとりわけデジタル活用支援について」 

全国クラウド実践大賞 2023優秀賞 

第 18回マニフェスト大賞優秀賞 

九州地区地域情報化アドバイザー講演会「生成 AIの自治体業務への活用等」 

宮日ブランチ会「都城市のデジタル推進戦略」 

中国情報通信懇談会「生成 AIワークショップ」 

2024年 

青森県「DXでもっとおもしろく市町村リアルミーティング」 

自治体サミット 2024「自治体職員のための業務効率化サミット」   

ジチタイワークス「失敗を“改善の機会”と捉え、果敢に挑戦しつづける。」  

共創 PFキャンプ in沖縄「窓口 BPR実施のポイント・コツ」  

デジタル化・DX 推進展『安心してください、間に合いますよ！「今日から始める自

治体 DX 入門ガイド」』 

こども×Tech九州「ChatGPTを自治体環境で活用できるプラットフォームを. 共同開

発 〜都城市、日本初の取り組み〜」  

自治体経営協議会「都城市が目指す生成 AI の活用：現状分析と将来ビジョン」  

総務省 HP「自治体における AI活用・導入ガイドブック」掲載  

神奈川県・市町村 DX推進フォーラム「生成 AIを味方につけよう！」  

AWS 主催ウェビナー「自治体専用生成 AIプラットフォーム zevo」  

iJAMP Times「自治体最前線」  

鹿児島県町村会 ICT・IoT職員等研修会「自治体生成ＡＩの活用事例等について」  

長崎県市町地域ＤＸ推進に向けたノーコードツール及び生成 AIツールに関する 

オンラインセミナー「生成 AIのはじめの一歩、基礎からわかる生成 AI」 

自治体 DX 推進セミナー「都城市におけるマイナンバーカードの多様な利活用」 

13 回 健康寿命をのばそう！アワード ＜生活習慣病予防分野＞厚生労働大臣 優秀賞 

自治体部門  

第 4回 Digi田甲子園審査委員会選考枠地方公共団体部門準優勝 

日本ＤＸ大賞 2024行政機関・公的機関部門大賞 

JAPAN DX Player AWARD 2024「官公庁部門」２位 

その他、講演・研修等多数 

これまでに

関与した地

域情報化に

2018 年 

総務省「自治体ポイントの活用可能性と運用上の課題に関する検討会」委員 

2019 年～ 

 

 



関するプロ

ジェクト 

総務省マイキープラットフォームアドバイザー 

2020 年～ 

総務省「マイナポイント活用官民連携タスクフォースマイナンバーカード取得・マイ

キーID 設定支援ワーキンググループ」構成員 

デジタル改革関連法案ワーキンググループ（都城市長） 

2021 年～ 

総務省「デジタル活用支援アドバイザリーボード」関係団体 

デジタル庁「デジタルの日検討委員会」 

デジタル庁「デジタル社会構想会議」（都城市長） 

2022 年～ 

デジタル庁・総務省・厚生労働省「マイナンバーカードと健康保険証の一体化に関す

る検討会 専門家ワーキンググループ」オブザーバー 

2023 年～ 

デジタル庁窓口 BPRアドバイザー 

総務省「郵便局を活用したマイナンバーカード交付の具体的な事務フロー等検討に向

けた意見交換会」構成員 

総務省地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業アドバイザー 

次期個人番号カード検討タスクフォース構成員 

厚労省介護事業所におけるデータ連携による生産性向上に関する調査研究検討委員会

構成員 

2024 年～ 

厚労省地域における面的なケアプランデータ連携の促進に向けた調査研究事業検討委

員会構成員 

総務省自治体におけるデジタル人材の育成に係る参考ガイドブック作成に係る 

有識者懇談会 

 


